








要約:産科学・助産科学発展における助産婦の機能拡大について検討してきた。今日の専

門化した妊娠・分娩・産褥の管理方法と、その結果として得られた低い周産期死亡率と母

体死亡率の減少を見るとき、助産婦の機能を異常妊娠の方に拡大することは困難である。

しかし、正常の妊婦が希望するより自然な分娩、軽度の異常妊婦および産褥婦の手助けに

は、助産婦の働きかけが必要と考えられる。これにより、女性の社会進出などの変化に対

応した、リプロダクションの様式を作ることが出来る。来年度は、この具体化のため、ア

ンケート調査などを通じ、機能拡大の内容・必要条件を検討する。


